
セーフガーディングの取組１

計画 -Planning- 体制構築 -Framework- 普及・啓発 -Training-

セーフガーディングポリシー（方針）の策定

セーフガーディングプラン（計画）の策定

迷惑撮影対策の実施

SNS等における
誹謗中傷対策

報告（相談）等の
対応フロー作成

研修・情報提供の実施

セーフガーディングオフィサーの任命

• 方針の策定

• 計画の策定

• オフィサーの任命

• 業務執行理事の選定

• 研修・情報提供の実施

• 誹謗中傷

• 迷惑撮影

業務執行理事の選定

◼ 取組のイメージ

セーフガーディングに関するステートメント等について

2025年4月24日第25回理事会資料より抜粋

資料４



セーフガーディングポリシーの公表

・2025年４月24日に公表

セーフガーディングプランの策定

・Safeguarding Operation Planとして、

報告フローや連絡先等を整理し、財団内に周知

計画 -Planning-

体制構築 -Framework-

普及・啓発 -Training-

研修の実施

・財団職員向けに、WAのe-learningコースを展開

・８月中にボランティア向けの共通研修（案内）を実施

迷惑撮影対策

 ・ポスターの掲出

 ・観戦エリアにおける警戒対応

誹謗中傷（SNS等）対策

 ・声明（ステートメント）発出

 ・ポスターの掲出

 ・大型ビジョン等の活用

セーフガーディングオフィサーの任命

・財団にてセーフガーディングに関する事象の対応を

指揮するセーフガーディングオフィサーを任命

セーフガーディングコーディネーターの任命

・業務執行理事（セーフガーディング担当理事）として、

八木理事を選定、セーフガーディングコーディネーターに任命

セーフガーディングの取組・進捗状況２

セーフガーディングに関するステートメント等について 資料４



ステートメントの内容は、アスリートへの『リスペクト』を基軸に作成

取組について、財団の姿勢を示し、アスリートに安心して競技に向き合ってもらうためにも、ステートメントを大会前に発信

財団独自のメッセージ性を生み出すため、東京2025世界陸上モットーである『Every second SUGOI』の“Sugoi”をステートメント内に採用

ステートメント公表の際には、今後JOCなどと連携して実施する取組事例などをプレスリリース等で紹介することで

国内スポーツ界の指針・先行例となるべく一体感を醸成

◆ ステートメントのイメージ

声明（ステートメント）の方向性３

セーフガーディングに関するステートメント等について 資料４



Statement いよいよ、2025年9月13日から21日までの9日間、
東京で世界陸上競技選手権大会が開催されます。

東京2025世界陸上財団では、スポーツの根幹であるフェアネスとアスリートセンタードを基本に、
大会の成功に向けて準備を進めてまいりました。

あらためて、己の限界に挑戦し、努力を重ねてきた、
陸上競技に関わるすべてのアスリートたちへ、リスペクトを表します。

国際的なスポーツシーンには、様々な声が寄せられます。
テクノロジーは進化し、スポーツの観戦文化にも変化が生まれています。
その言葉が、想いが簡単にアスリートたちへ届く時代になったからこそ、

伝えたい思いがあります。

これまでの努力の過程に、
ファンの期待を一身に背負い、勝負に向き合ったその勇気に、

スポーツの魅力を伝えてくれたそのパフォーマンスに、
全力を尽くしたその瞬間に、

多くの“ Sugoi ”が溢れますように。
声援がアスリートの背中を後押しし、その1秒・1cmに繋がりますように。

東京2025世界陸上財団は、大会に関わるすべての人が互いに相手へのリスペクトを持ち、
自分らしく前向きに競技に臨む環境を整えるため、

大会運営組織としての責務を果たすことをここに表明します。

2025年８月25日 公益財団法人東京2025世界陸上財団
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メダルセレモニー（表彰式）

• 大会期間中、メダルセレモニー
（表彰式）を実施する場所であ
るメダルプラザを、国立競技場
外構部（Fゲート付近）に設置

• メダルプラザの隣には、メダリ
ストと交流ができるファンフォ
トゾーンを設置

メダルプラザ（イメージ）

資料５



メダルセレモニー（表彰式）

こどもの大会運営体験

• 中学生に、メダリストをエスコートしてステージ裏までご案内する「バックステージナビゲーター」として活
動していただく

• 国立競技場近隣３自治体の中学生約７０名が参加

メダルセレモニースケジュール

• 大会第２日から最終日まで実施（基本はイブニングセッション開始前に実施）

• 最終日は、イブニングセッション終了後にも実施

©Getty Images for World Athletics

資料５



目的

東京2025世界陸上競技選手権大会が多様性・包括性・持続可能性を重視した大会を目指す中、マスターズ、パラリン

ピック選手、デフリンピック選手、中学生それぞれのアスリートが、国立競技場の大勢の観客の前でパフォーマンスを
披露し、感動と興奮を共有する。

実施種目：100m

レース概要

日程 レース 特徴 人数

Day4
9月16日（火）
19:10～19:20 

・マスターズ
男女混合1レース

平均年齢86歳
マスターズ：9名
パラリンピック：7名・パラリンピック選手

男女混合1レース
日本代表選手

Day5
9月17日（水）
18:45～18:55 

・デフリンピック選手
男女各1レース

日本代表選手
男子8名
女子8名

Day6
9月18日（木）
18:45～18:55 

・中学生
男女各1レース

東京都及び全国の中学校から選定
男子9名
女子9名

Run  Together（エキシビションレース） 資料５



国 立 競 技 場 練習会場

公式ホテル

MOWA

空港
ウォームアップ会場

アクレディテー
ションセンター

・競技会場
・メディアセンター
・国際放送センター

（国立競技場周辺）
・メダルプラザ
・コマーシャルディスプレイ

大会指定病院

選手等、大会関係者の
フロー

（凡例）

大会運営の全体イメージ 資料６



〇大会時は複数の会場が同時に稼働するため、各種事案に対して機動的に対応するために各拠点における

現場判断を基本とし、競技会場、非競技会場（ウォームアップ会場、練習会場、ホテル、空港等）には、

会場の責任者としてVGM（Venue General Manager）を設置

〇各種事案について、情報を収集し、WAや必要な関係者に共有する事務総長をトップとした財団C3チームを

国立競技場に設置

※C３：Communication(連絡)、Command(指揮)、Control(統制)

〇大会全体に関わるIncident・Crisis発生時については、会長をトップとした財団CMT（Crisis Management

Team）を国立競技場に設置し、必要な意思決定を行い、現場に危機対応を指示

〇WAにおいてもC3チーム／CMTを設置し、財団C3/CMTと協議の上、大会運営上の諸問題へ対処

大会時体制の基本的な考え方 資料６



WA C3チーム

ウォームアップ会場 練習会場 ホテル 空港
etc.

日本陸連

放送事業者 パートナー

関係機関等

情報共有・対応協議

国立競技場

財団CMT
※Incident・Crisis発生時

に立上げ

財団C3チーム

会場運営チーム
情報共有・
対応協議

WA

etc.

情報共有・
対応協議

情報共有・
対応協議

WA CMT
※Incident・Crisis発生時

に立上げ

大会時の体制イメージ 資料６

東京都
（警視庁、消防庁含む）



〇大会全体の危機発生時の対応に関する基本的な考え方とフレームワークを示した危機管理計画及び主要なリス

クに分類される地震、台風、荒天、テロ等の重大な危機に対する事案ごとの大会実施判断の考え方、事案発生

後の具体的な手順を定めた緊急時対応計画を策定している

【危機管理計画】

危機発生時の対応に関する基本的な考え方とフレームワーク

○ 基本方針（大会の安全な運営、完遂）
○ 大会実施判断

雷、猛暑、台風、地震等についてWAと協議
○ 危機レベルの設定

・ Information, Issue, Incident, Crisis
・ Issueまでは会場判断。Incident以上はC３チームで判断

○ 対処の基本フロー
STEP1 危機の認識・報告
STEP2 意思決定
STEP3 危機対応
STEP4 事後対応

【緊急時対応計画】

事案発生後の具体的な手順

大会実施判断の意思決定のフロー

・ 地震編

・ 台風編
・ 荒天編
・ テロ編
・ サイバーセキュリティ編

危機管理計画 ー概要ー 資料６


